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文
部
科
学
省
は
10
月
13

日
、
本
年
度
の
科
学
研
究
費

助
成
事
業
（
科
研
費
）
の
配

分
状
況
を
公
表
し
た
。
本
学

の
新
規
課
題
採
択
率
は
40
・

３
％
（
全
国
平
均
26
・
４

％
）
で
、
新
規
応
募
件
数
が

50
件
以
上
の
研
究
機
関
の
中

で
11
位
、
私
大
で
３
位
と
な

っ
た
。

　
研
究
分
野
の
細
目
別
採
択

件
数
（
過
去
５
年
の
新
規
採

択
件
数
の
累
計
数
）
で
は
、

英
語
学
が
５
件
で
全
研
究
機

関
中
８
位
、
会
計
学
が
９
件

で
同
10
位
だ
っ
た
。

　
科
研
費
と
は
、
人
文
・
社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で

全
て
の
分
野
に
わ
た
り
、
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
学
術
研
究
を
格
段
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

競
争
的
研
究
資
金
。
文
部
科

学
省
お
よ
び
日
本
学
術
振
興

会
の
事
業
で
、
専
門
分
野
が

近
い
複
数
の
研
究
者
が
審
査

し
、
独
創
的
・
先
駆
的
な
研

究
に
対
し
助
成
を
行
う
。

　
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
東

北
ア
ジ
ア
研
究
所
（
ト
ラ
ン

・
カ
ン
・
ミ
ン
所
長
）
の
国

際
研
究
会
議
に
、
本
学
社
会

科
学
研
究
所
の
所
員
３
人
が

参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
両
研

究
所
は
２
０
１
２
年
か
ら
国

際
交
流
組
織
間
協
定
を
結
ん

で
い
る
。

　
同
会
議
は
９
月
28
日
、
ハ

ノ
イ
市
の
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科

学
院
で
「
持
続
的
発
展
の
た

め
の
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
協

力
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
16
人
が

報
告
を
行
っ
た
。

　
１
９
９
０
年
代
以
降
の
ベ

ト
ナ
ム
の
急
速
な
経
済
発
展

を
ふ
ま
え
、
持
続
的
発
展
に

は
ど
の
よ
う
な
視
点
や
方
策

が
肝
要
か
、
日
本
の
協
力
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
ま
た
環

境
に
配
慮
し
た
「
グ
リ
ー
ン

成
長
」
や
災
害
予
防
・
対
策

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
本
学
か
ら
村
上
俊
介
所

長
、
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部

教
授
、
嶋
根
克
己
同
教
授
が

参
加
。
村
上
所
長
は
１
９
９

０
年
代
か
ら
２
０
１
０
年
代

の
日
本
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム

研
究
の
視
座
の
転
換
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　
大
矢
根
教
授
は
、
防
災
社

会
構
築
に
お
い
て
重
要
な

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元
・

回
復
力
）」
を
、
地
域
に
お

け
る
文
化
や
社
会
的
資
源
が

原
動
力
に
な
る
も
の
と
し
、

そ
の
具
体
的
実
践
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　
嶋
根
教
授
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
経
済
発
展
に
伴
う
社
会
関

係
の
変
化
に
関
連
し
た
、
葬

送
儀
礼
の
変
容
の
具
体
的
事

例
を
挙
げ
、
報
告
し
た
。

　
同
会
議
の
模
様
は
、
ベ
ト

ナ
ム
外
務
省
発
行
紙
「
世
界

と
ベ
ト
ナ
ム
」
が
詳
細
に
報

じ
た
。

　
ま
た
翌
日
に
は
、
本
学
側

と
ミ
ン
所
長
、
ゴ
・
フ
ォ
ン

・
ラ
ン
同
研
究
所
日
本
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
ほ
か
、
社
会

科
学
院
の
ダ
ン
・
グ
エ
ン
・

ア
イ
ン
副
院
長
と
の
間
で
今

後
の
研
究
交
流
の
継
続
が
確

認
さ
れ
た
。

 

（
社
会
科
学
研
究
所
）

　
社
会
科
学
研
究
所
（
村
上

俊
介
所
長
）
で
は
毎
年
、
夏

と
冬
に
特
別
研
究
会
と
し

て
、
国
内
外
で
現
地
調
査
合

宿
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
の
夏
季
実
態
調
査
は
９
月

11
日
か
ら
17
日
ま
で
「
メ
コ

ン
圏
視
察
調
査
‥
タ
イ
、
ラ

オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
部

開
発
と
少
数
民
族
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
村
上
所
長
（
経

済
学
部
教
授
）
ら
17
人
が
参

加
し
て
行
っ
た
。

　
実
態
調
査
は
、
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
３
カ
国
の
高
原･

農

村
部
や
少
数
民
族
の
村
々

を
、
近
年
、
国
際
援
助
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
た
国
際
道
路

網
に
よ
る
陸
路･

バ
ス
で
た

ど
っ
た
。

　
一
行
は
、
成
田
か
ら
空
路

バ
ン
コ
ク
を
経
由
し
て
、
タ

イ
の
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
で

降
機
。
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ

大
学
経
営
管
理
学
科
で
の
県

経
済
概
況
、
隣
国
ラ
オ
ス
へ

の
事
業
展
開
状
況
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
ー
受
講
を
皮
切

り
に
、
バ
ス
で
国
境
越
え
を

重
ね
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
と
東
進
し
た
。

　
ラ
オ
ス
で
は
世
界
遺
産
ワ

ッ
ト
・
プ
ー
、
一
村
一
品
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
で
ロ
ー

カ
ル
織
物
に
取
り
組
む
少
数

民
族
カ
ト
ゥ
族
の
集
落
、
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
豆
を

焙ば
い

煎せ
ん

し
て
出
す
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
、
日
本
企
業
が
経
営
す

る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
園
な
ど

を
訪
問
。
同
国
東
端
、
ベ
ト

ナ
ム
国
境
付
近
の
山
地
で

は
、
伐
採
さ
れ
た
木
々
が
一

部
製
材
さ
れ
て
大
型
ト
ラ
ッ

ク
で
続
々
と
ベ
ト
ナ
ム
に
運

ば
れ
、
国
道
沿
い
の
平
地
に

は
ゴ
ム
の
木
の
大
規
模
農
園

が
広
が
る
光
景
を
視
察
し

た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
中
部
高

地
コ
ン
ツ
ム
市
を
経
て
世
界

遺
産
の
ミ
ー
ソ
ン
遺
跡
か
ら

ホ
イ
ア
ン
旧
市
街
を
見
学

後
、
最
終
目
的
地
ベ
ト
ナ
ム

第
３
の
都
市
ダ
ナ
ン
で
は
、

同
市
人
民
委
員
会･

市
投
資

促
進
セ
ン
タ
ー
で
経
済
開
発

事
情
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　
個
人
的
な
旅
行
で
は
ま
ず

訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
山

岳
・
高
原
、少
数
民
族
の
村
々

を
巡
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
本
学
経
済
学

部
国
際
経
済
学
科
で
「
地
域

統
合
と
低
開
発
地
域
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
社
会
変
容
」
を
研

究
す
る
飯
沼
健
子
教
授
の
企

画
調
整
に
よ
る
も
の
。

　
成
果
は
『
専
修
大
学
社
会

科
学
研
究
所
月
報
（
12
・
１

月
合
併
号
）』
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
。

（
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
）

公
開
講
座
情
報

社
会
科
学
研
究
所
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
格
差
の
諸
相
｜

〝
分
断
社
会
〞を
越
え
て
｜
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
日

本
で
の
格
差
問
題
を
論
じ

る
。
多
摩
区
・
３
大
学
連
携

協
議
会
後
援
。

▽
日
時

11
月
26
日
（
土
）

13
時
〜
16
時
▽
会
場

生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
４
２
０
教
室
▽

講
師

井
手
英
策
氏
（
慶
應

義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）

▽
福
島
利
夫
経
済
学
部
教
授

▽
高
橋
祐
吉
同
教
授
▽
小
池

隆
生
同
准
教
授
※
申
し
込
み

不
要
、
入
場
無
料

旴
社
会
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
８
９

E
-
m
a
i
l
:
s
h
a
k
e
n
@
i
s
c
.

senshu-u.ac.jp

法
学
研
究
所
〜
学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
〜
現
場

か
ら
の
法
律
学
・
政
治
学

（
Ⅰ
）

■
第
２
回
刑
事
法
・
刑
事
政

策
の
現
場
か
ら
「
少
年
補
導

の
現
場
か
ら
」

▽
期
日

11
月
26
日
（
土
）

▽
報
告
者

小
松
直
人
氏

（
警
視
庁
生
活
安
全
部
少
年

育
成
課
新
宿
少
年
セ
ン
タ
ー

主
査
）
▽
対
論
者
・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

渡
邊
一
弘
法

学
部
准
教
授

　
人
文
科
学
研
究
所
（
伊
吹

克
己
所
長
）
の
公
開
講
演
会

「
シ
リ
ア
の
現
状
と
将
来
」

が
９
月
24
日
、
70
人
が
参
加

し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。

　
シ
リ
ア
北
部
の
都
市
ア
レ

ッ
ポ
な
ど
内
戦
下
に
お
け
る

シ
リ
ア
国
民
の
日
常
生
活
の

悲
惨
な
状
況
に
つ
い
て
、
ア

フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル

氏
（
ア
レ
ッ
ポ
大
学
准
教

授
、
学
術
交
流
日
本
セ
ン
タ

ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
慶
應
義

塾
大
学
総
合
政
策
学
部
訪
問

講
師
）
が
講
演
し
た
。

　
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル
氏
は
現

在
の
シ
リ
ア
に
お
け
る
戦
闘

や
人
々
が
置
か
れ
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
、
ア
レ
ッ
ポ
で

の
具
体
的
な
話
も
交
え
て
解

説
し
た
。
ま
た
今
後
の
シ
リ

ア
の
平
和
へ
の
見
通
し
に
つ

い
て
触
れ
、
復
興
の
た
め
に

と
り
わ
け
高
等
教
育
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。

　
伊
吹
所
長
が
、
ア
レ
ッ
ポ

大
学
と
人
文
科
学
研
究
所
と

の
こ
れ
ま
で
の
交
流
に
つ
い

て
触
れ
な
が
ら
、
今
回
の
公

開
講
演
会
の
意
義
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は

シ
リ
ア
に
お
け
る
教
育
制
度

や
教
育
の
現
状
、
シ
リ
ア
の

女
性
の
地
位
、
日
本
が
シ
リ

ア
の
平
和
構
築
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
な
ど
活
発
な
質

問
が
あ
っ
た
。
ア
ル
マ
ン
ス

ー
ル
氏
は
、
シ
リ
ア
で
は
日

本
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学

生
が
多
い
こ
と
や
、
日
本
が

憲
法
の
理
念
に
基
づ
く
平
和

的
な
解
決
を
主
導
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
語
り
、

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
と
ア
ル

マ
ン
ス
ー
ル
氏
と
の
〝
出
会

い
〞
は
、
２
０
０
９
年
12
月

末
に
同
研
究
所
が
行
っ
た
シ

リ
ア
・
ヨ
ル
ダ
ン
総
合
研
究

調
査
旅
行
で
あ
っ
た
。
古
く

か
ら
の
交
易
都
市
で
あ
っ
た

世
界
遺
産
の
古
都
ア
レ
ッ
ポ

に
は
、
ア
レ
ッ
ポ
城
や
迷
路

の
よ
う
な
市
場（
ス
ー
ク
）、

公
衆
浴
場（
ハ
ン
マ
ー
ム
）、

隊
商
宿
（
ハ
ー
ン
）
が
あ
っ

た
が
、
今
は
戦
火
で
ほ
ぼ
破

壊
さ
れ
て
い
る
。
ア
レ
ッ
ポ

大
学
も
そ
の
影
響
を
免
れ
な

か
っ
た
が
、
一
部
機
能
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

（
田
中
正
敬
文
学
部
教
授
）

■
第
３
回
地
域
行
政
の
現
場

か
ら
「
東
京
都
に
お
け
る
児

童
虐
待
の
現
状
と
課
題
」

▽
期
日

12
月
10
日
（
土
）

▽
報
告
者

上
川
光
治
氏

（
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ

ー
相
談
援
助
課
長
）
▽
対
論

者
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鈴
木
潔
法
学
部
准
教
授

※
時
間
、
会
場
は
い
ず
れ
も

14
時
〜
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
２
０
５
教
室
※
申
し

込
み
不
要
、
入
場
無
料

旴
法
学
研
究
所
事
務
局
☎
03

・
３
２
６
５
・
６
８
８
８

E
-
m
a
i
l
:
h
o
u
k
e
n
@
i
s
c
.
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２
０
１
６
年
度
第
２
回
人
文

科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

「
21
世
紀
の
身
体
｜
現
代
文

化
に
お
け
る
身
体
イ
メ
ー
ジ

・
認
識
・
美
学
の
変
化
」

▽
日
時

12
月
10
日
（
土
）

14
時
〜
17
時
30
分
▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
１
２
教

室
▽
講
師

マ
イ
ク
・
フ
ェ

ザ
ー
ス
ト
ー
ン
氏
（
ロ
ン
ド

ン
大
学
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス

校
）
／
玉
利
智
子
氏
（
同
）

※
入
場
無
料

※
英
語
に
よ
る
講
演
（
通
訳

な
し
）

旴
人
文
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
９
０

E
-
m
a
i
l
:
j
i
n
b
u
n
@
i
s
c
.
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神
崎
繁
氏
（
か
ん
ざ
き
・
し

げ
る
）
文
学
部
教
授

　
10
月
20
日
、
63
歳
で
死

去
。
２
０
０
７
年
入
職
。
主

な
担
当
は
、
西
洋
哲
学
史

（
古
代
）。

順位 機　関　名 採択率（%）

１ 一橋大学 51.6

２ 東京外国語大学 50.6

３
国立研究開発法人

国立精神・神経医療研究センター
42.8

４ 高知県立大学 42.4

５ 東京学芸大学 41.6

５ 学習院大学 41.6

７ 奈良教育大学 41.2

８ 福井県立大学 40.7

９ 日本福祉大学 40.4

９
国立研究開発法人

国立がん研究センター
40.4

11 専修大学 40.3
12

国立研究開発法人

国立成育医療研究センター
40.0

13 九州歯科大学 39.4

14 京都薬科大学 38.9

14 関西学院大学 38.9

２
０
１
６
年
度
科
研
費
新
規
採
択
分
採
択
率

は私立大学※2016年10月現在。

科研費新規採択率

私大３位 40.3％

「農村部開発と少数民族」

テーマに夏季実態調査

社会科学研究所

メ
コ
ン
圏 

タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
横
断

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
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